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●就任にあたっての抱負
この度、2026年４月より院長代行を拝命いたしました丹生健一と申します。大正13年３月に開院した市立
神戸診療所をルーツとし、100年以上に亘って神戸市西部の中核病院として市民の命と健康を守ってきた伝
統ある本院で働けることを大変光栄に存じております。中村一郎病院長の下、本院の更なる発展にむけて全
力で取り組んで参ります。どうぞ宜しくお願いいたします。

●これまでの歩みと専⾨性
私は東京で生まれ、大阪の耳鼻咽喉科開業医の息子として育ち、中学・高校と神戸で過ごしました。その
後、東京大学に進学し、母校の耳鼻咽喉科学教室に入局。癌研究会附属病院頭頸科にて３年間、頭頸部外科
医としての研鑽を積み、ジェファーソン医科大学に留学。2001年から25年間、神戸大学耳鼻咽喉科頭頸部外
科の主任教授を務め、この３月に定年を迎えました。神戸大学在任中は、頭頸部がんの治療を中心に、嗅覚、
味覚、聴覚、平衡覚、音声・言語、呼吸、摂食・嚥下に関わる多彩な疾患の診療に取り組んできました。運
営面では副病院長として３期６年、副研究科長として３期６年、医学部附属病院と医学研究科の診療・教育・
研究の質の向上と健全な運営の両立に取り組みました。これらの経験を当院の運営に活かしていきたいと考
えています。

●耳鼻咽喉科の診療体制強化
院長代行業務とともに耳鼻咽喉科の診療も続けて参ります。当院耳鼻咽喉科では、この４月より、兵庫県
立がんセンターで頭頸部外科医としての研鑽を積み、加古川中央市民病院で毎年200件に昇る内視鏡下鼻副
鼻腔手術を手掛けてきた繁治純先生を迎え、オールランドプレーヤーの後藤昭一部長、鼻と頭頸部の繁治純
医長、院長代行の丹生、と経験豊富な専門医３名体制となります。難聴、めまい、嗅覚・味覚障害、鼻副鼻
腔疾患、音声・嚥下障害、睡眠時無呼吸症候群、頭頸部腫瘍、唾液腺・甲状腺疾患に加え、急性喉頭蓋炎や
扁桃周囲膿瘍などの急性上気道狭窄にも、これまで以上に迅速に対応して参ります。ご遠慮なくお声がけく
ださい。
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写真２ 教室開催の様子写真１ 健康相談の様子

図１ 原因食物
引用：令和６年度 即時型食物アレルギーによる健康被害に関する全国実態調査

即時型食物アレルギーの原因食物（類別） 即時型食物アレルギーの原因食物（品目別）

n = 6033

注釈：原因食物の頻度(％)は小数第２位を四捨五入したものであるため、その和は小計と差異を生じる。
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【お問合せ】西市民病院 病診連携室
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��� � � ���産婦人科 部長 市田 耕太郎

この度、2026年4月より産婦人科部長を拝命いたしました市田耕太郎と申します。1999年に神戸大学を卒
業し、同産婦人科学教室に入局しました。神戸大学周産母子センター、千船病院、こども病院等で主に周産
期医療の研鑽を積んだ後、生殖医療をはさみ、その後はがんセンター、神戸大学附属病院を経て、現在は婦
人科疾患を中心に診療を行なっています。
当院では5名のスタッフのもと、腹腔鏡・ロボット・腟式のいわゆる低侵襲手術に積極的に取り組んでお
り、また手術だけでなく特に悪性疾患につきましては、遺伝学的検査や分子標的薬などガイドラインに基づ
いた標準治療をしっかりとご提供出来ますよう心掛けております。婦人科のみならずNIPT（新型出生前診
断）や遺伝カウンセリングなど周産期の分野におきましても新しい検査、手技に取り組み、地域の皆様から
信頼を頂けますよう努力して参ります。また、2026年１月より経産婦の無痛分娩を開始しておりますので
ご紹介よろしくお願いいたします。
幅広い領域におきまして多くの先生方からご指導を頂けた経験を活かし、微力ではありますが皆様のお
役に立てればと思っておりますので、今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
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 ��� �� �呼吸器外科 部長代行 平野 豊

この度、2026年4月より呼吸器外科の部長代行を拝命いたしました平野 豊と申します。
私は姫路市の出身で、2006年に岡山大学を卒業後、初期研修を含めた最初の4年間は姫路聖マリア病院に
勤務いたしました。その後は、四国がんセンター、岡山大学病院、中国中央病院、広島市民病院と、中四国
の医療機関で約15年にわたり研鑽を積んでまいりました。昨年10月に当院へ着任し、久々に地元である兵
庫県の医療に携われることを大変嬉しく思っております。
私がこれまで特に力を入れてきたのは、患者さんの体への負担が少ない低侵襲治療です。胸腔鏡手術を
積極的に実施し、症例に応じて1か所の傷で行う単孔式胸腔鏡手術や、ロボット支援下手術（RATS）などの
最新治療にも取り組んでまいりました。
近年、原発性肺癌の治療においては、従来の肺葉切除に加え、より肺を温存できる区域切除が適応となる
ケースが増加しています。区域切除には高度な技術が求められますが、私がこれまでに培ってきた経験を
活かし、当院でも複雑な区域切除を胸腔鏡下で安全に行ってまいります。また、免疫チェックポイント阻害
薬などの進歩により、進行肺癌に対して術前に化学療法を行った上で手術に臨むケースも増えており、当院
では呼吸器内科と緊密に連携して集学的治療を行っております。このような低侵襲手術や最新の治療法を
駆使することで、ご高齢の方や低肺機能、進行肺癌など、以前は手術が困難とされた患者さんにも治療の道写真２ 切出し写真：腫瘍の場所を確認し、マッ

ピングを行う
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図１ 本人・家族の意思決定を支える―治療方針選択から将来に向けての心積もりまで：清水哲郎

引用：医療と社会25，35-48，2015

�������������������� ������「非結核性抗酸菌症（NTM症）専門外来」 開設のご案内
このたび、2026年４月より「非結核性抗酸菌症（NTM症）専門外来」を開設いたしました。
地域の先生方から、非結核性抗酸菌症が疑われる患者さん、診断に至らず経過を見ている患者さん、治療
方針に迷う患者さん、治療中ではあるものの排菌が続いている患者さんなどをご紹介いただき、診断と治療
の両面から専門的に対応してまいります。

非結核性抗酸菌症は、画像所見から疑われても確定診断まで進まないことが少なくなく、また治療を始め
るべきかどうか、始めるとすればいつがよいか悩ましい場面も多い疾患です。
当外来では、こうした症例に対して、検査の進め方、治療適応、経過観察の妥当性を含めて評価し、患者
さんごとに方針を検討いたします。

■診 察 日：木曜（午後）

■担当医師：呼吸器内科 医長 瀧口 純司

■診療内容
１．診断がつきにくい症例への対応
確定診断には複数回の排菌確認が必要ですが、咳や痰が目立たない患者さんでは、喀痰そのものがなかな
か得られず、診断に難渋することがあります。当外来では、高張食塩水による誘発痰や、必要に応じて気管
支鏡検査を行い、診断確定につなげます。
２．経過観察か治療開始かの判断
非結核性抗酸菌症では、診断がついたからといって、すべての患者さんに直ちに治療が必要というわけで
はありません。
年齢、体格、症状、炎症反応、画像所見、空洞の有無などを踏まえて、治療開始の必要性と時期を検討し、
watchful waiting を含めた適切な方針を考えます。
３．難治例への対応
標準的な治療を行っても排菌陰性化が得られない症例や、治療継続に難しさのある症例については、治療
内容を再評価し、必要に応じてアミカシン硫酸塩吸入用製剤（ALIS：アリケイスⓇ）の導入も検討いたしま
す。

■このような患者さんをご紹介ください
・胸部画像で、中葉・舌区優位の結節影や気管支拡張を認める方
・NTMが1回のみ検出されたものの、その後喀痰が得られず確定診断に至っていない方
・高齢、やせ、併存症などのため、治療導入の判断に迷う方
・標準治療を続けていても、排菌が持続している方、画像や症状の改善が乏しい方
・診断や治療方針について、専門的評価が必要と思われる方

■ご紹介にあたって
当外来では、疑い例の段階から積極的にご相談いただくことを歓迎しております。
一方で、全身状態や生活状況を踏まえたときに、精査や治療介入によるメリットが大きくないと考えられ
る場合には、必ずしも専門外来受診を要しないこともあります。
診断をはっきりさせたい症例、治療方針を整理したい症例、治療介入によって患者さんの利益が見込まれ
る症例を中心にご紹介いただければ幸いです。
地域の先生方と連携しながら、非結核性抗酸菌症の早期診断と適切な治療につなげてまいりたいと考え
ております。どうぞよろしくお願い申し上げます。





下記の運用Ⅰ・Ⅱのいずれかを選択してください
※運用Ⅰ：概ね15分以内に予約票を返信します。
※運用Ⅱ：患者さんのタイミングで電話にて日時調整できます。
※電話でのやりとりが困難な患者さんについては、従来通り【運用Ⅰ】をご利用下さい。

ＦＡＸ予約専用番号 （病診連携室）

FAX：078-579-1943
【受付時間】月～金：９：００～１９：００

土 ：９：００～１３：００

【西市民病院（病診連携室）】 ● 予約取得 ● 予約票をかかりつけ医にFAX送信

【患者】「電話予約案内・予約票」に予約日時を記入する
● 「患者専用予約電話番号」に電話をする

０７８-９５８-６７８０
受付
時間 月～金：13：00～16：00 / 土：９：00～13：00

継続
【かかりつけ医】
● 診療情報提供書作成・FAX送信
●「診療情報提供書（原本）」・「電話予約案内・予約票」
を患者さんに渡す
※CT・MRI・上部消化管内視鏡検査の場合は説明書を
患者さんに渡す
※紹介状の【日時調整先】の【①患者】にチェック を
入れる

【 運用Ⅱ】【 運用Ⅰ 】

※貴院所定の紹介状をご利
用の場合は、当院の紹介状を
添付していただくか、空いて
いるスペースに「患者調整」
と明記して下さい。

①患者 ②かかりつけ医

【かかりつけ医】
● 診療情報提供書作成・FAX送信
● 「診療情報提供書（原本）」を患者に渡す
※ CT・MRI・上部消化管内視鏡検査の場合
は説明書を患者さんに渡す
※紹介状の【日時調整先】の【②かかりつけ医】
にチェック を入れる

FAX予約の方法

患者専用
電話番号

〔診療情報提供書等の様式〕
当院ホームページより
ダウンロードしてください。




